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Workflow Automation Designer の概要を参照して
ください

Workflow Automation （ WFA ）設計者が、ファインダ、フィルタ、コマンドなどのビル
ディングブロックを使用してワークフローを作成します。ワークフローの作成を開始す
る前に、ビルディングブロックとワークフロー作成プロセスについて理解することが重
要です。

OnCommand Workflow Automation でのビルディングブロッ
クの操作

Workflow Automation （ WFA ）のワークフローは複数のビルディングブロックで構成さ
れており、 WFA には定義済みのビルディングブロックのライブラリが含まれていま
す。WFA のビルディングブロックを使用して、組織の要件に合ったワークフローを作成
できます。

WFA は、ストレージ自動化プロセスの構造を提供します。WFA の柔軟性は、ワークフロービルディングブロ
ックを使用してワークフローをどのように構築するかによって決まります。

WFA のビルディングブロックは次のとおりです。

• 辞書エントリ

• コマンド

• フィルタ

• ファインダ

• 機能

• テンプレート

WFA でビルディングブロックがどのように使用されるかを理解しておくと、ワークフローの作成に役立ちま
す。

データソースとは

データソースは、データを抽出するために、他のシステム、ファイル、およびデータベ
ースとの接続を確立する手段の 1 つです。たとえば、データソースは、 Active IQ
Unified Manager 9.4 データソースタイプの Active IQ Unified Manager データベースに接
続できます。

キャッシング方式、必要なポート、およびデータソースタイプとデータソースタイプを関連付けることで、デ
ータ収集に必要なデータソースタイプを定義したあとで、 OnCommand Workflow Automation （ WFA ）にカ
スタムデータソースを追加できます。

WFA は、さまざまなデータソースを介して情報をキャッシュします。WFA は、データソースからリソース情
報を収集し、キャッシュ方式に対応するようにフォーマットします。キャッシュスキーム内のテーブルである
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キャッシュテーブルは、ディクショナリエントリオブジェクトと一致するようにフォーマットされます。ワー
クフローで Finder を使用すると、ディクショナリオブジェクトが返され、ディクショナリオブジェクトのデ
ータがキャッシュテーブルから取り込まれます。データソースからデータを取得するプロセスを、 _data
source acquisition _ と呼びます。データソースの取得には、スクリプトベースまたはドライバベースの方法
を使用できます。ソース間で違いが生じることがあり、データソースの取得時に異なる間隔でサンプルが収集
されることがあります。WFA はその情報をデータベースにマージし、予約データをスーパーインポーズして
データベース内の更新されたリソース情報を維持します。

WFA データベースには、いくつかの異なるキャッシュ方式があります。キャッシュスキームはテーブルのセ
ットで、各テーブルには特定のディクショナリエントリタイプの情報が含まれます。ただし、テーブルには、
特定のデータソースタイプの複数のソースからの情報が結合されている場合があります。WFA では、データ
ベース情報を使用して、リソースのステータスを把握し、計算を実行し、リソースに対してコマンドを実行し
ます。

ディクショナリエントリとは

ディクショナリエントリは、 OnCommand Workflow Automation （ WFA ）のビルディ
ングブロックの 1 つです。ディクショナリエントリを使用して、ストレージ環境とスト
レージ関連環境におけるオブジェクトタイプとその関係を表すことができます。その
後、ワークフローでフィルタを使用して、ディクショナリエントリの自然キーの値を返
すことができます。

ディクショナリエントリは、 WFA でサポートされるオブジェクトタイプの定義です。各ディクショナリエン
トリは、サポートされているストレージおよびストレージ関連の環境で、オブジェクトタイプとその関係を表
します。ディクショナリオブジェクトは、タイプチェックの可能性がある属性のリストで構成されます。完全
な値を持つディクショナリオブジェクトは、型のオブジェクトインスタンスを記述します。また、参照属性
は、オブジェクトと環境との関係を記述します。たとえば、ボリューム辞書オブジェクトには name 、
size_MB 、 volume_guarantee などの多数の属性があります。また、ボリュームディクショナリオブジェクト
には、アグリゲートへの参照、およびボリュームを含むアレイへの参照が array_id および aggregate_id の形
式で含まれます

オブジェクトのキャッシュテーブルは、キャッシュ用にマークされたディクショナリエントリの属性の一部ま
たはすべてを含むデータベースです。ディクショナリエントリにキャッシュテーブルを含めるには、少なくと
も 1 つのディクショナリエントリの属性をキャッシュ用にマークする必要があります。ディクショナリエン
トリには、オブジェクトの一意の識別子であるナチュラルキーが含まれます。たとえば、 7-Mode ボリューム
は、それらのボリュームを含むアレイの名前と IP アドレスによって一意に識別されます。qtree は、 qtree
名、ボリューム名、およびアレイ IP アドレスによって識別されます。ディクショナリエントリを作成すると
きに、ディクショナリエントリのナチュラルキーの一部であるディクショナリ属性を識別する必要がありま
す。

コマンドの仕組み

OnCommand Workflow Automation コマンドは、ワークフローの実行ブロックです。ワ
ークフローの各ステップにコマンドを使用できます。

WFA コマンドは、 PowerShell スクリプトと Perl スクリプトを使用して記述します。PowerShell コマンドで
は、パッケージがインストールされている場合、 Data ONTAP PowerShell Toolkit と VMware PowerCLI を使
用します。Perl コマンドでは、 WFA サーバにインストールされている Perl モジュールと Perl モジュールを
使用します。PowerShell や Perl などのコマンドに複数のスクリプト言語を含める場合は、 WFA のインスト
ール先のオペレーティングシステムと、 WFA の設定メニューで指定した言語の優先順位に基づいて、適切な
スクリプトが WFA によって選択されます。
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WFA コマンドのスクリプトには、いくつかのパラメータが含まれています。これらのパラメータは、ディ
クショナリエントリ属性にマッピングされる場合があります。

WFA コマンドには、それぞれ複数の Data ONTAP コマンドを含めることができます。

WFA コマンドの中には、実行時間の長い処理を待機し、定期的にポーリングすることができるものもあるた
め、 wait コマンドと呼ばれるものもあります。たとえば、「 * wait for multiple volume Moves * 」コマンドな
どです。ポーリングコマンドが実行される待機間隔は、処理が完了したかどうかを確認するように設定できま
す。

WFA コマンドは、ワークフローの実行フェーズ中に WFA によって開始されます。WFA は、コマンドを左か
ら右、上から下の順に実行します。ワークフローを計画することで、コマンドに指定するパラメータを使用で
きるかどうかと、その有効性を確認できます。コマンドの実行前に、 WFA サーバからコマンドに必要なすべ
てのパラメータが提供されます。

コマンドのパラメータは、ワークフローの計画中に確定します。ワークフローは、実行時にこれらのパラメー
タをコマンドに渡します。コマンドからワークフローにパラメータを戻すことはできません。ただし、ワーク
フローのコマンド間での実行時に取得した情報を交換する場合は、指定の WFA PowerShell コマンドレットま
たは Perl の機能を使用できます。

WFA PowerShell コマンドでは、 PowerShell コマンドレットの -ErrorAction stop フラグは使用されません。
そのため、エラーが原因でコマンドレットが失敗した場合でもワークフローは続行されます。ErrorAction
stop フラグを特定のコマンドに指定する場合は、コマンドをクローニングして PowerShell スクリプトを変更
し、フラグを追加します。

WFA に含まれている PowerShell コマンドと Perl 機能を使用して、各コマンド間で情報を交換することがで
きます。

PowerShell コマンドレット Perl 関数

Add-WfaWorkflowParameter addWfaWorkflowParameter

Get-WfaWorkflowParameter getWfaWorkflowParameter

コマンドに「 add 」コマンドレットまたは関数によって追加されたパラメータは、後で実行され、「 get 」
コマンドレットまたは関数を使用するコマンドによって取得できます。たとえば、 PowerShell WFA コマンド
のコードで次のように指定すると、 volumeID というパラメータを追加できます。 Add-
WfaWorkflowParameter -Name "VolumeUUID" -value "12345" -AddAsReturnParameter $true"次に、このコマ
ンドのあとのコマンドで次のように指定すると、ボリューム ID の値が取得されます。「 $volumeID = Get-
WfaWorkflowParameter - Name volumeID 」。

WFA コマンドは WFA データベースを照会して、必要な結果を取得できます。これにより、フィルタやファ
インダを使用せずにコマンドを作成できます。次の関数を使用して、データベースを照会できます。

PowerShell コマンドレット Perl 関数

例：「 Invoke-NaMySqlQuery -Query 」
cm_storage.cluster から「 Cluster Name 」に
cluster.name を選択します

invokeMySqlQuery

• 関連情報 *
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フィルタを作成します

Finder を作成します

コマンドを作成します

フィルタとは

ワークフローの WFA フィルタを使用して、必要なリソースを選択できます。

WFA フィルタは、 WFA データベースに対して機能する SQL ベースのクエリです。各フィルタは、特定のデ
ィクショナリタイプの要素のリストを返します。返されるエレメントは、 SQL クエリで指定された選択基準
に基づいています。フィルタを作成または編集するには、 SQL 構文に注意する必要があります。

ファインダとは

Finder は、共通の結果を識別するために一緒に使用される 1 つ以上のフィルタの組み合
わせです。ワークフローの Finder を使用して、ワークフローの実行に必要なリソースを
選択できます。

ファインダでは、ソート順序を適用して該当する結果を区別できます。ファインダは、選択条件とソートに基
づいて最適なリソースを返します。

ファインダは 1 つの結果を返すため、またはまったく結果を返しません。そのため、特定のストレージ要素
の有無を確認するために使用できます。ただし、繰り返し行定義の一部として Finder を使用する場合は、結
果セットを使用してグループ内のメンバーのリストが形成されます。ファインダで使用されるフィルタは、デ
ィクショナリタイプの自然キーを最小値で返しますが、値を参照できる追加のフィールドを返すことがありま
す。ソート順序は、フィルタの SQL クエリの戻りフィールドに適用される場合があります。

Finder の結果をテストできます。Finder をテストすると、すべての WFA フィルタの一般的な結果を確認でき
ます。この場合、 Finder の有効な結果が結果で強調表示されます。ワークフローで Finder を使用する場合
は、ストレージオペレータに意味のある情報を伝えるカスタマイズされたエラーメッセージを作成できます。

機能とは

ワークフローの計画フェーズで完了する必要のある複雑なタスクに対して、ワークフロ
ー内の関数を使用できます。

MVFLEX 式言語（ MVEL ）を使用して関数を記述できます。関数を使用すると、一般的に使用されるロジッ
クと、名前付き関数内のより複雑なロジックをまとめて、それをコマンドパラメーターまたはフィルタパラメ
ーターの値として再利用できます。関数を一度作成し、ワークフロー全体で使用できます。関数を使用する
と、複雑な命名規則の定義など、複雑な繰り返し作業や作業を処理することができます。

関数は実行中に他の関数を使用する場合があります。

方式は何ですか

スキームはシステムのデータモデルを表します。データモデルは、ディクショナリエン
トリのコレクションです。スキームを定義してから、データソースタイプを定義できま
す。データソースは、データの取得方法とスキームの設定方法を定義します。たとえ
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ば、 VC スキームは、仮想マシン、ホスト、データストアなどの仮想環境に関するデ
ータを取得します。

スキーマには、特定の問題を解決するようにカスタマイズされたワークフローを通じて、データを直接入力す
ることもできます。

ディクショナリエントリは、ディクショナリエントリが作成されるときに、既存のスキームに関連付けられま
す。ディクショナリエントリはキャッシュクエリーにも関連付けられ、キャッシュクエリーには SQL クエリ
ーが含まれます。

スキームでは、スクリプトベースのデータソースタイプまたは SQL データソースタイプのいずれかを使用し
てデータを取得できます。スクリプトはデータソースタイプの作成時に定義され、 SQL クエリはキャッシュ
クエリで定義されます。

WFA には次のスキームが含まれています。

• * 7-Mode （ストレージ） *

Active IQ Unified Manager を介して Data ONTAP 7-Mode からデータを取得するスキーム。

• * clustered Data ONTAP （ cm_storage ） *

clustered Data ONTAP から Active IQ Unified Manager 経由でデータを取得するスキーム。

• * 7-Mode のパフォーマンス（パフォーマンス） *

Performance Advisor から Data ONTAP 7-Mode のパフォーマンスデータを取得するスキーム。

• * clustered Data ONTAP のパフォーマンス（ cm_performance ） *

Performance Advisor から clustered Data ONTAP のパフォーマンスデータを取得するスキーム。

• * VMware vCenter （ VC ） *

VMware vCenter からデータを取得するスキーム。

• * プレイグラウンド（プレイグラウンド） *

データを直接取り込むことができるスキーム。

リモートシステムの種類

OnCommand Workflow Automation （ WFA ）はリモートシステムタイプと通信しま
す。WFA が通信できるリモートシステムのタイプはリモートシステムです。WFA では
リモートシステムタイプを設定できます。たとえば、 Data ONTAP システムをリモート
システムタイプとして設定できます。

リモートシステムタイプには、次の属性があります。

• 名前
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• 説明

• バージョン

• プロトコル

• ポート

• タイムアウト

リモートシステムのクレデンシャルを検証するには、リモートシステムタイプごとに Perl スクリプトを使用
します。WFA で設定されているリモートシステムのクレデンシャルを保存できます。新しいカスタムリモー
トシステムタイプを追加または編集できます。既存のリモートシステムタイプをクローニングすることもでき
ます。リモートシステムタイプは、関連付けられているシステムがない場合にのみ削除できます。

テンプレートの使用方法

WFA テンプレートは、ワークフロー内で参照用として使用することも、利用ポリシーに
従うために使用することもできます。

WFA テンプレートは、オブジェクト定義の青写真として機能します。テンプレートを定義するには、オブジ
ェクトのプロパティとオブジェクトのプロパティの値を指定します。次に、テンプレートを使用してワークフ
ロー内のオブジェクト定義のプロパティを入力します。

テンプレートを使用する場合、テンプレートから取得した値を含むフィールドは編集できません。したがっ
て、テンプレートを使用して、使用ポリシーの設定やオブジェクトの作成を行うことができます。テンプレー
トを適用した後にテンプレートとワークフローの関連付けを解除した場合、テンプレートから値が入力された
ままになりますが、フィールドは編集できます。

カテゴリの使用方法

ワークフローを分類して、ワークフローをよりよく整理したり、ワークフローにアクセ
ス制御機能を適用したりできます。

WFA ポータルの特定のグループに表示されるようにワークフローを分類できます。ワークフローカテゴリに
アクセス制御機能を適用することもできます。たとえば、一部のストレージオペレータや承認者のみがワーク
フローの特定のカテゴリを表示できます。ストレージのオペレータや承認者は、アクセス権が付与されている
カテゴリ内のワークフローのみを実行できます。

Active Directory グループは、カテゴリへのアクセス制御にも使用できます。

エンティティのバージョン管理の仕組み

コマンドやワークフローなどの OnCommand Workflow Automation エンティティはバー
ジョン管理されています。バージョン番号を使用すると、 WFA エンティティに対する
変更を簡単に管理できます。

各 WFA エンティティには、「 major.minor.revision 」形式のバージョン番号が含まれています。たとえば、
1.1.20 です。バージョン番号の各部分に最大 3 桁を含めることができます。

WFA エンティティのバージョン番号を変更する前に、次のルールを確認しておく必要があります。
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• バージョン番号を現在のバージョンから以前のバージョンに変更することはできません。

• バージョンの各部分は、 0~999 の数値である必要があります。

• 新しい WFA エンティティは、デフォルトでは 1.0 にバージョン管理されます。

• エンティティのバージョン番号は、クローン作成時、または * 名前を付けて保存 * を使用してエンティテ
ィのコピーを保存するときに保持されます。

• WFA インストールには、エンティティの複数のバージョンを存在させることはできません。

WFA エンティティのバージョンを更新すると、その親エンティティのバージョンが自動的に更新されます。
たとえば、 * Create Volume * コマンドのバージョンを更新すると、 * Create an NFS Volume * ワークフロー
が * Create Volume * コマンドの直下の親エンティティであるため、 * Create Volume * コマンドのバージョン
が更新されます。バージョンの自動更新は、次のように適用されます。

• エンティティのメジャーバージョンを変更すると、その直後の親エンティティのマイナーバージョンが更
新されます。

• エンティティのマイナーバージョンを変更すると、その直後の親エンティティのリビジョンバージョンが
更新されます。

• エンティティのリビジョンバージョンを変更しても、その直後の親エンティティのバージョンの一部は更
新されません。

次の表に、 WFA のエンティティとそのすぐ上の親エンティティを示します。

エンティティ（ Entity ） 即時親エンティティ

キャッシュクエリ • データソースのタイプ

テンプレート • ワークフロー

機能 • ワークフロー

• テンプレート

関数に特殊文字または大文字と小文字
が混在している場合、そのすぐ上の親
エンティティのバージョンは更新され
ない可能性があります。

辞書 • テンプレート

• フィルタ

• キャッシュクエリ

• コマンドを実行します

• スクリプトメソッドを使用するデータソースのタ
イプ

コマンドを実行します • ワークフロー
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エンティティ（ Entity ） 即時親エンティティ

フィルタ • ファインダ

• ワークフロー

ファインダ • ワークフロー

データソースのタイプ なし

ワークフロー なし

WFA では、バージョン番号の一部または完全なバージョン番号を使用してエンティティを検索できます。

親エンティティを削除した場合、子エンティティは保持され、削除のためにそのバージョンは更新されませ
ん。

エンティティをインポートする際のバージョン管理の仕組み

Workflow Automation 2.2 より前のバージョンからエンティティをインポートする場合、エンティティのバー
ジョンはデフォルトで 1.0.0 になります。インポートしたエンティティがすでに WFA サーバに存在する場合
は、インポートしたエンティティで既存のエンティティが上書きされます。

インポート時に WFA エンティティに変更される可能性がある項目を次に示します。

• エンティティのアップグレード

エンティティは新しいバージョンで置き換えられます。

• エンティティのロールバック

エンティティは以前のバージョンで置き換えられます。

エンティティのロールバックを実行すると ' そのすぐ上の親エンティティのバージョンが更
新されます

• 新しいエンティティのインポート

.dar ファイルからエンティティを選択的にインポートすることはできません

新しいバージョンのエンティティをインポートすると、その直後の親エンティティのバージョンが更新されま
す。

インポートされた親エンティティに複数の子エンティティがある場合、子エンティティに対する最高レベルの
変更（メジャー、マイナー、またはリビジョン）のみが親エンティティに適用されます。次の例では、このル
ールの仕組みについて説明します。

• インポートされた親エンティティの場合、マイナー変更のある子エンティティとリビジョン変更のある子
エンティティが存在する場合、マイナー変更が親エンティティに適用されます。
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親のバージョンのレビジョン部分が増分されます。

• インポートされた親エンティティの場合、メジャー変更を持つ子エンティティが 1 つ存在し、マイナー変
更を持つ子エンティティが別の子エンティティである場合、親エンティティにメジャー変更が適用されま
す。

親のバージョンのマイナー部分が増分されます。

インポートされた子エンティティのバージョンが親のバージョンに与える影響の例

WFA で次のワークフローを考慮してください。 “Create Volume and export using NFS-Custom” 1.0.0"

ワークフローに含まれる既存のコマンドは次のとおりです。

• 「エクスポートポリシーの作成 - カスタム」 1.0.0

• 「ボリュームの作成 - カスタム」 1.0.0

インポートされる '.dar ファイルに含まれるコマンドは ' 次のとおりです

• 「エクスポートポリシーの作成 - カスタム」 1.1.0

• 「ボリュームの作成 - カスタム」 2.0.0

この .dar ファイルをインポートすると 'NFS-Custom` ワークフローを使用してボリュームを作成およびエク
スポートするというマイナーバージョンが 1.1.0 に増分されます

プレイグラウンドデータベースとは

プレイグラウンドデータベースは MySQL データベースで、 Workflow Automation （
WFA ）サーバのインストールに含まれています。プレイグラウンドデータベースにテー
ブルを追加して情報を含めることができます。この情報は、フィルタやユーザ入力用の
SQL クエリで使用できます。

プレイグラウンドデータベースは、 WFA Web ポータルからアクセスできないスキーマです。データベースに
アクセスするには、 SQLyog 、 Toad for MySQL 、 MySQL Workbench 、またはコマンドラインインターフ
ェイス（ CLI ）などの MySQL クライアントを使用します。

プレイグラウンドデータベースにアクセスするには、次の資格情報を使用する必要があります。

• ユーザ名： wfa

• パスワード： Wfa123

クレデンシャルに基づいて、プレイグラウンドデータベースに完全にアクセスできるほか、 WFA の MySQL
データベースに定義されている他のスキーマへの読み取り専用アクセスが可能になります。プレイグラウンド
データベースに必要なテーブルを作成できます。

環境内のストレージオブジェクトに使用するタグやメタデータをプレイグランドデータベース内のテーブルに
追加できます。作成したタグやメタデータは、 WFA のフィルタやユーザ入力クエリによって、 WFA の他の
キャッシュテーブル内の情報と一緒に使用できます。
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たとえば、次のようなユースケースでプレイグラウンドデータベースを使用できます。

• ビジネスユニット（ BU ）名でアグリゲートにタグを付け、タグに基づいてボリュームをバスに割り当て
てください

• vFiler ユニットに BU 名をタグ付けしています

• ストレージオブジェクトに地理または場所の詳細を追加しています

• データベースへのデータベース管理者アクセスの定義

たとえば、アグリゲートや vFiler ユニットなどのストレージオブジェクトのタグとして BU の名前を使用して
いる場合、 BU の名前を含むプレイグラウンドデータベースにテーブルを作成できます。BU 名は、ワークフ
ローのフィルタおよびユーザ入力クエリで使用できます。

次に、プレイグラウンドデータベーステーブル（遊び場 .volume_bu） の例を示します。

array_ip volume_name
を使用してください

バックアップ

10.225.126.23 DATA _ 11 マーケティング

10.225.126.28 ARC_11 時間

次に、 BU 別にボリュームをフィルタリングできる SQL クエリの例を示します。

SELECT

    vol.name,

    array.ip AS 'array.ip'

FROM

    storage.volume AS vol,

    storage.array AS array,

    playground.volume_bu AS vol_bu

WHERE

    vol.array_id = array.id

    AND array.ip = vol_bu.array_ip

    AND vol.name = vol_bu.volume_name

    AND vol_bu.bu = '{$bu}'

• 関連情報 *

"SQLyog 社のサービスです"

"MySQL ワークベンチ"

"toad for mysql のように入力します"
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